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資
料
館
で
は
、
１
月
23
日
か
ら
昭
和
57
年
の
開
館
以

来
毎
年
ひ
な
人
形
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
28

回
目
を
迎
え
る
今
回
は
、
昭
和
30
年
代
ご
ろ
に
か
け
て

飾
ら
れ
た「
御ご

て
ん殿
飾
り
ひ
な
人
形
」や
、
昭
和
30
年
代
中

ご
ろ
か
ら
徐
々
に
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た「
屏び

ょ
う
ぶ
だ
ん

風
段
飾

り
ひ
な
人
形
」な
ど
を
展
示
。
昭
和
40
年
代
ご
ろ
か
ら

登
場
し
た「
ケ
ー
ス
入
り
ひ
な
人
形
」な
ど
も
展
示
し
、

時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
ひ
な
人
形
の
様
子
を
紹

介
し
ま
す
。

　
「
三
好
町
」が
誕
生
し
た
こ
ろ
の
昭
和
中
期
の
ひ
な
人

形
か
ら
、
市
制
施
行
に
よ
り「
み
よ
し
市
」と
な
っ
た
現

代
の
も
の
ま
で
、
一
堂
に
会
し
た
ひ
な
人
形
た
ち
。
時

代
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
ひ
な
人
形
の
数
々
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
形
が
飾
ら
れ
た
時
代
に
思
い

を
は
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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し
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立
歴
史
民
俗
資
料
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▲  御
み す

簾の上に幕が付
いているのが特徴
的。この時代のほか
の御殿飾りと比べる
と、珍しい作りとな
っている。（昭和34
年、田原市渥美郷土
資料館蔵）

▲  初期の御殿は、実際
の貴族の屋敷がモデ
ル。白木で簡素なも
のだが、屋敷の造作
など細部にわたり手
の込んだ作りのもの
が多い。（大正14年）

▼  この地域で昭和時代初期から昭和
30年代ごろにかけて盛んに飾られ
た人形。御殿は当初簡素なものであ
ったが、時代を追うごとに華やかな
装飾が施されるようになる。最盛期
には上のように金色の細工を施した
ものや金のしゃちほこを屋根に飾る
ものが見られる。（昭和38年）

御
殿
飾
り
ひ
な
人
形
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▲  男
お

びなと女
め

びなの台座に畳
があるのが一般的であるが、
これはすべての人形の台座
に畳があり、豪華な作りと
なっている。（昭和41年）

▲  一般的に人形の顔は大人の
顔で描かれているが、この
人形は子どもの節句に合わ
せて、すべて子どもの顔で
描かれているのが特徴的で
ある。（昭和34年、知多市
歴史民俗博物館蔵）

▼ 木製の人形に金
きんらん

襴や縮
ちりめん

緬などの布地を直接張り付
けた木

き め こ み

目込という人形が飾られている。これらの
布地は高価なものであるが、切れ端など部分的な
ものでも人形の服として使えるため、多くの木目
込に使用されるようになった。（昭和45年）

▲ 昭和40年代ごろに登場したガラスケース入りの段飾りひな人
形。住宅事情から場所を取らない人形が好まれ、次第に広まっ
ていった。（昭和46年）

▲ この地域では昭和30年代中ごろから次第に主流と
なっていった人形。段数は5段、または7段のもの
が一般的であるが、次第に7段のものが主流となっ
た。御殿飾り人形とは異なり、御殿の中に人形を納
める必要がないため、御殿飾り人形よりも一回りほ
ど人形が大きくなった。（昭和49年）
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